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食の安全「基本のお話」

交流会では、大切に育
てられた商品が私たち
の食卓に届くまでや、お
いしい食べ方など、生
産者さんと色々なお話
ができました。

　いずみ市民生協では、「安全でおいしい生鮮食品を」という組合
員のニーズに応えて、組合員と生産者が一緒に「産直商品」を育
み、広げてきました。「つくるひと」と「食べるひと」が顔を合わせ、
お互いの声を届け、安全・安心の食をつないでいます。

ネオニコチノイド系農薬が残留する野菜を食べると、
子どもの脳に影響が出ると聞きましたが本当ですか。

５月は産直月間！
顔が見える安心
「産直商品」

■いいえ、そのような科学的根拠はありません。
　ネオニコチノイド系農薬は、ヒトをはじめとする脊椎動物への神経毒性（※１）を
含む毒性が低く、かつ殺虫効果も高いことから広く使われている農薬です。

　「培養細胞（生体外で培養されている細胞）による実験で、神経細胞に影響が見られた」という論文
（※２）がありますが、動物実験の結果では、こうした作用は認められていません。
　この論文を受けて、2015年に、欧州食品安全機関（EFSA）による総合的考察が行われましたが、「評価
したネオニコチノイド系農薬のいずれも発達神経毒性物質であることを示唆する影響は認められなかっ
た」としています。食品安全委員会による評価結果でも神経毒性や発達神経毒性に対する影響は認めら
れていません。

　農薬等の安全性評価は、国際的に合意されたテストガイドラインによる動物実験の結果が基本です。
実際の食べものから農薬が摂取される場合は、どれくらい消化管から吸収されるか、吸収された後にど
のように代謝（別の物質に変化すること）されるかなどの影響を受けます。培養細胞による実験をそのま
ま生体に当てはめることは適切ではありません。

■確かな信頼「産直商品」
　「産直」マークをご存じですか？ 
　「産直」は、組合員と生産者が育ててきた生協の生鮮食料品ブラン
ドです。「顔の見える安心感」と「確かな信頼」が支持され、生協事業
の発展に大きく貢献してきました。

■産直産地は日本全国に
　いずみ市民生協では日本各地の102産地179品目の産直商品をお
届けしています。（３月末現在）各産地にはバイヤーが訪れて、栽培
記録や管理などの点検を行っています。誰がどこでどのような方法
で育てているのかが明確であることも産直商品の特徴のひとつです。

■交流を通じて「産直商品」を育んでいます
　商品を届けるだけではなく、組合員と生産者の交流を
大切にしています。
　３月に「第13回いずみ・わかやま産直産地交流会」を開
催し、221人の組合員、生産者、役職員が参加し、交流を
しました。

　また、「産地を訪ねる旅プラン」や、コープ委員会主催の
産直商品の学習会などを
実施しています。

産直商品を食べて応援！
いずみ市民生協では、産直商品にかかわる
２つの基金を設立しています。対象商品を
利用することで、産直産地を応援する活動
につながります。

■野菜や果物に残留する農薬の量は残留基準内に収まるように管理されています。
　残留農薬の基準は、動物実験で有害な影響が出ない無
毒性量に、安全係数100分の１をかけた一日許容摂取量
（ADI）（※３）を超えないように設定されています。
　国はもちろん、いずみ市民生協の商品検査センターでも
検査をしており、実際の残留量は、検出されないかまたは
検出されても残留基準値より大幅に低い値となっています。

第108回

桃豚

ほぐしめじ生協牛乳

「産直」マーク

いずみ市民生協の食の安
全に関する情報を掲載した
パンフレット
です。ぜひご
覧ください。

3月度累計リサイクル回収率

2022年度
回収率

66.0% 23.7%

宅  配 店  舗

トレーの
回収率は算出
していません

①カタログ ②内袋（※） ③牛乳パック ④たまごパック ⑤発泡トレー ⑥ペットボトル

回収部門

42.4% 38.2% 23.1%

宅配・店舗

※内袋のシールは剥がして出してください。  　                                            引き続きリサイクルへのご協力をお願いします！

広げよう、
地球に
イイこと

（2021年度 67.8%）（2021年度 23.6%）（2021年度 42.4%）（2021年度 38.0%） （2021年度 22.6%）

９ページの産直委員会だよりでも、新たに産直に
登録された「こころいちご」を紹介をしています。

以上のことより、現時点では、ネオニコチノイド系
農薬を特別問題視しなければならない農薬だとは
考えていません。
　いずみ市民生協は、最新の科学的知見に基づい
て発表されている食のリスク評価に関わる国際機関
や各国の機関の見解をもとに評価します。
　引き続き、食品安全委員会等リスク評価機関の動
向を始め、食の安全の情報収集に努めます。

？

※３  一日許容摂取量（ADI）：食品に意図的に用いられる特定の物質について、生涯にわたり毎日摂取し続けても影響が
出ないと考えられる１日あたりの量を、体重１㎏あたりで示した値

※１  神経毒性：中枢神経系や末梢神経系の構造や機能に悪影響を及ぼす毒性
※２：木村－黒田論文「農薬ネオニコチノイドの曝露による哺乳類の脳発達への影響」（2012年）
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●マルイ元気米たまご応援基金
　１パック購入ごとに３円が
　積み立てられる基金。
　水田を守り食料自給率を
　高める活動に活用されます。

●久米島美ら海環境基金
　久米島産もずく使用の商品
　を１点購入ごとに３円が積
　み立てられる基金。
　海岸のゴミの除去や、赤土
　の流出を防止するベチバー
　（イネ科の植物）の植え付け
　などに活用されます。
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